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五
・
新
方
川
に
架
か
る
橋
⻆
念
佛
橋
の
名
前
の
由
来
⻇

瀧
田

雅
之

越
谷
市
の
北
部
⺯
大
泊
に
安
國
寺
と
い
う
浄
土
宗
の
古
刹
が
あ
り
⺯
そ
の
門
前
に
は
念
佛
橋
通
り
が
南
北

に
通
じ
て
い
る
⺰

念
佛
橋
通
り
は
⺯
上
間
久
里
に
て
か
つ
て
の
利
根
川
の
本
流
で
あ
る
元
荒
川
の
旧
流
左
岸
に
形
成
さ
れ
た
自

然
堤
防
上
を
通
る
日
光
道
中
を
離
れ
⺯
大
泊
方
面
へ
向
か
⻒
て
い
る
⺰

⻆
ま
た
⻆
堂
前
⺺
ど
う
ま
え
⺻⻇
と
い
う
字
⺺
あ
ざ
⺻
も
地
元
に
あ
る
が
⺯
地
元
で
は
⻆
堂
⻇
と
は
新
方
川
の

対
岸
に
あ
る
安
国
寺
を
さ
し
⺯
安
国
寺
は
か
つ
て
上
間
久
里
の
こ
の
地
に
あ
⻒
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
⺯

堂
前
は
そ
の
安
国
寺
が
あ
⻒
た
名
残
の
地
名
と
い
う
⺰
間
久
里
に
は
安
国
寺
の
檀
家
が
多
く
み
ら
れ
る
の
は
⺯

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
⺰
安
国
寺
の
僧
侶
が
念
仏
を
唱
え
て
渡
⻒
た
こ
と
に
由
来
す
る
念
仏
橋
は
⺯
古
く
か

ら
間
久
里
の
人
々
と
安
国
寺
と
を
結
ぶ
重
要
な
橋
で
あ
⻒
た
の
で
あ
ろ
う
⻇

⺺
出
典
⻼
加
藤
幸
一
⺺
二
〇
二
三
⺻

⻆
江
戸
時
代
以
前
の
越
谷
を
通
る
奥
州
古
道
⺺
令
和
五
年
八
月
改
定
⺻⻇
二
一
頁
⺻

https://koshigayahistory.org/230827_ohsyuu_kodoh_k_katoh.pdf

⻆
大
泊
の
浄
土
宗
安
国
寺
は
⺯
大
龍
山
東
光
院
と
号
し
⺯
古
く
は
熊
谷
蓮
生
法
師
⺺
熊
谷
直
実
⺻
の
修
行
草

庵
で
あ
⻒
た
と
伝
え
る
⺰
そ
の
後
の
康
安
元
年
⺺
一
三
六
一
⺻
紀
伊
国
熊
野
大
泊
村
安
国
寺
の
住
僧
で
あ
⻒

た
誠
誉
専
故
が
東
国
を
行
脚
⺯
下
総
国
新
方
庄
⺺
寛
永
十
八
年
よ
り
武
蔵
国
⺻
の
う
ち
利
根
川
通
り
会
の
川

沿
い
の
渡
珂
地
点
大
泊
が
⺯
蓮
生
坊
の
故
跡
と
知
り
⺯
康
安
元
年
⺺
一
三
六
一
⺻
会
の
川
の
自
然
堤
防
上
に

寺
院
を
建
立
⺯
故
郷
熊
野
の
大
泊
と
同
地
名
の
も
と
に
当
寺
を
安
国
寺
と
称
し
た
と
い
う
⺰
も
⻒
と
も
足
利

尊
氏
が
暦
応
年
間
⺺
一
三
三
八
⺶
四
二
⺻
六
十
六
州
各
国
一
寺
院
に
利
生
塔
を
建
立
⺯
安
国
寺
と
称
し
た
が
⺯

大
泊
安
国
寺
が
そ
の
一
寺
で
あ
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
⺰
こ
の
安
国
寺
の
本
尊
は
阿
弥
陀
仏
の
立
像
だ

が
⺯
こ
れ
は
熊
谷
蓮
生
法
師
の
守
仏
だ
⻒
た
と
伝
え
る
⻇

⺺
出
典
⻼
越
谷
市
教
育
委
員
会
／
編
⺺
二
〇
〇
二
⺻
⻈
越
谷
風
土
記
⻉
越
谷
市
教
育
委
員
会

一
五
九
頁
⺻

上
間
久
里
か
ら
安
国
寺
に
至
る
念
佛
橋
通
り
が
新
方
川
を
渡
る
地
点
に
架
か
⻒
て
い
る
の
が
⻆
念
佛
橋
⻇

で
あ
る
⺰
橋
に
名
前
を
付
け
る
場
合
⺯
一
般
的
に
は
そ
の
橋
に
よ
⻒
て
結
ば
れ
る
地
名
に
由
来
す
る
こ
と
が

多
い
が
⺯
こ
の
特
異
な
橋
の
名
前
に
は
興
味
を
惹
か
れ
る
⺰

①
安
國
寺
住
職
が
由
来
の
説

⻆
も
と
は
丸
木
橋
で
あ
り
⺯
大
泊
安
國
寺
の
住
職
が
こ
の
橋
を
渡
る
た
び
に
念
佛
を
唱
え
た
こ
と
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
と
伝
え
る
⺰⻇

⺺
出
典
⻼
越
谷
市
市
史
編
さ
ん
室
／
編
⺺
一
九
八
〇
⺻⻈
越
谷
ふ
る
さ
と
散
歩

下
⻉
四
九
頁
⺻

②
宏
善
上
人
が
由
来
の
説

⻆
安
国
寺
の
宏
善
上
人
が
外
出
を
す
る
時
こ
の
橋
の
上
で
念
仏
を
と
な
え
た
か
ら
だ
と
い
う
⺰⻇

⺺
出
典
⻼
越
谷
市
市
史
編
さ
ん
室
／
編
⺺
一
九
七
〇
⺻⻈
越
谷
市
民
俗
資
料
⻉
二
〇
七
頁
⺻

③
熊
谷
次
郎
直
実
が
由
来
の
説

熊
谷
次
郎
直
実
は
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
武
将
で
あ
り
⺯
源
平
合
戦
の
屋
島
の
戦
い
に
お

け
る
平
敦
盛
と
の
一
騎
打
ち
や
⻆
直
実
節
⻇
で
知
ら
れ
て
い
る
が
⺯
後
に
出
家
し
法
然
上
人
の
信
徒
と
な
り

法
力
坊
蓮
生
と
称
し
た
⺰

⻆
熊
谷
次
郎
直
実
が
こ
の
地
方
に
来
た
と
き
⺯
本
尊
の
安
置
所
を
大
泊
に
す
べ
き
か
上
間
久
里
に
す
べ
き
か

迷
⻒
た
の
で
⺯
こ
の
橋
上
で
念
仏
を
唱
え
て
か
ら
き
め
た
と
い
う
⺰⻇

⺺
出
典
⻼
越
谷
市
市
史
編
さ
ん
室
／
編
⺺
一
九
七
〇
⺻⻈
越
谷
市
民
俗
資
料
⻉
二
〇
七
頁
⺻

こ
れ
ら
の
他
に
も
⺯
地
元
に
は
由
来
が
幾
つ
も
伝
わ
⻒
て
い
る
⺰

新
方
川
の
基
と
な
る
千
間
堀
が
開
削
さ
れ
た
の
が
近
世
前
期
と
さ
れ
て
お
り
⺯
中
世
の
人
物
で
あ
る
熊
谷
次

郎
直
実
の
説
と
は
時
代
が
一
致
し
な
い
が
⺯
何
れ
も
安
國
寺
や
そ
の
前
身
の
法
力
坊
連
生(

熊
谷
次
郎
直
実)

の
草
庵
が
か
か
わ
⻒
て
お
り
⺯
こ
の
お
寺
が
古
く
か
ら
こ
の
地
域
に
根
差
し
親
し
み
を
持
た
れ
て
い
た
事
が

推
測
で
き
る
⺰
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付属資料①

「迅速則図」 日光道中から念佛橋・安国寺方面へ至る古道（奥州古道）

出典：open-hinata3

https://kenzkenz.xsrv.jp/open-hinata3/

「迅速測図」「OSM ベクターマップ」より引用
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付属資料②

現在の「念佛橋」と親柱

撮影 令和 5 年 7 月 30 日

撮影者 瀧田雅之
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付属資料➂

現在の「安國寺」

安國寺本堂

                               宏善上人像

撮影 令和 7 年 10 月 28 日

撮影者 瀧田雅之


